
 

 

News Release 
２０２２年２月１５日 

 

グリーンボンドの発行について 

 

この度、当社は、当社初となる公募社債「グリーンボンド」を発行します。これによる調

達資金は、当社グループが「ＪＲ貨物グループ長期ビジョン２０３０」に掲げる「グリーン

社会の実現」や「物流生産性の向上」の取組みの中で、グリーンボンド原則等に準拠した環

境改善効果の高いプロジェクトに充当されます。 

当社グループは、全国をつなぐ幹線物流鉄道ネットワークの強靭化と貨物駅の物流結節

点機能の強化等、将来につながる成長・戦略投資を積極的に推進しており、こうした投資に

より、貨物鉄道輸送が持つ環境特性と労働生産性に優れた輸送モードとしての特性を最大

限発揮し、２０５０年カーボンニュートラルやＳＤＧｓの実現に貢献します。 

当社は、「グリーンボンド」の発行を通じ、ステークホルダーの皆様に、当社グループの

取組みや貨物鉄道輸送の特性をご理解いただくことを目指しています。 

 

 

１．グリーンボンドの発行概要 

社債名称 
日本貨物鉄道株式会社第 1 回社債 

（一般担保付）（グリーンボンド） 

日本貨物鉄道株式会社第 2 回社債 

（一般担保付）（グリーンボンド） 

発行年限 10 年 20 年 

発行額（※1） 100 億円 100 億円 

発行時期 2022年 3 月 

資金使途 東京レールゲートＥＡＳＴ設備投資資金 

主幹事証券会社 
みずほ証券株式会社（事務主幹事・ストラクチャリングエージェント（※2））、 

野村證券株式会社、三菱 UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 

第三者評価機関 株式会社日本格付研究所（JCR） 

その他詳細は決定後にお知らせします 

※１ 発行総額は有価証券届出書提出日現在の見込額 

※２ グリーンボンド・フレームワークの策定および外部の第三者評価の取得に関する助

言等を通じて、グリーンボンドの発行支援を行う者 

 

 

２．グリーンボンド・フレームワークの策定および外部評価（セカンドオピニオン）の取得

について 

（１）グリーンボンド・フレームワーク 

グリーンボンドの発行にあたって、国際資本市場協会（ICMA）のグリーンボンド原則

2021 および環境省のグリーンボンドガイドライン 2020 年版に定められている４つの要素

（１.調達資金の使途、２.プロジェクトの評価と選定のプロセス、３.調達資金の管理、４.レ

ポーティング）に関する方針を記載した「グリーンボンド・フレームワーク」を策定しまし

た。 



 

 

（２）株式会社日本格付研究所（JCR）による外部評価（セカンドオピニオン） 

本フレームワークについて、株式会社日本格付研究所（JCR）より、グリーンボンド原則

2021 およびグリーンボンドガイドライン 2020 年版との適合性に対する外部評価（セカン

ドオピニオン）を取得しました。 

 

グリーンボンド・フレームワーク及び株式会社日本格付研究所（JCR）による外部評価に

つきましては、当社ホームページの「グリーンボンド」ページをご覧下さい。 

「グリーンボンド」：https://www.jrfreight.co.jp/ir_sustainability/greenbond 

 

 

３．資金使途について 

本グリーンボンドで調達した資金については、2022年 7月竣工予定の東京レールゲート

EASTの設備投資資金に充当します。当社では、この「東京レールゲート EAST」と、先行

稼働した「東京レールゲートWEST」（2020年 2月竣工）と併せて、当社グループの機能

を結集し、ご入居テナントに対する集荷・配達・保管・荷役・梱包・流通加工等の一貫した

物流サービスの提供をいたします。お客様のニーズにお応えし、シームレスな物流サービス

の提案を行い、環境特性と労働生産性に優れた貨物鉄道輸送をご利用頂くことを通じて、

「総合物流企業グループへの進化」を目指します。 

 

■東京レールゲートＥＡＳＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京レールゲートにつきましては、当社ホームページの「レールゲート」ページをご覧下

さい。 

「レールゲート」：https://www.jrfreight.co.jp/about/railgate 

 

 

 

 

所在地 東京都品川区八潮 3 丁目 1-3 

（東京貨物ターミナル駅構内） 

アクセス 首都高速   湾岸線 大井南 IC  約 2km 

首都高速   羽田線 平和島 IC  約 2km 

東京港    国際コンテナターミナル  約 2km 

羽田空港   国際貨物地区  約 4km 

敷地面積 76,493.40m2（23,139.25 坪）   

延床面積 174,404.85m2（52,757.46 坪） 

賃床面積 147,014.49m2（44,471.88 坪） 

構造・階層 鉄骨造（一部 CFT造）・地上 5 階建て 

竣工予定 2022年 7 月 

環境認証 CASBEE Aランク（取得予定） 

https://www.jrfreight.co.jp/ir_sustainability/greenbond
https://www.jrfreight.co.jp/about/railgate

